
提供学科 : 看護学科

◎ 学びの効果

プロジェクトに参加した学生は、「防災かるた」の普及活動での子どもへの
働きかけを通して、子どもから家族への啓発行動を引き出し、相手の年代・
特性に合わせた関わり方について考え実践する力を養うことができました。
また、他者に防災教育を行う活動は、学生自身の防災知識や意識を高めるこ
とに繋がっています。実際の活動体験から、配慮の必要な方々の存在に気づ
き、相手の想いや苦労に寄り添う姿勢も引き出されていました。 
さらには、本防災教育プロジェクトに関わる全ての方が、防災への備えを心
がけ、災害時に主体的に防災活動を担っていくとともに、地域の一員である
という連帯意識を持つことにも繋がっていくことを願っています。 

◎ 目的

本プロジェクトは、未来の担い手である子どもへの防災教育・ 普及活動を介して、
大学生に地域住民との交流による新たなコミュニティづくりについて検討して
もらいます。
また、地域の方々の命を守ろうとする想いが込められた「防災かるた」を使用
しています。地域の方々と協力し「防災かるた」普及活動を実践し、子どもか
らご家族へと防災意識を高める働きかけも行っています。そのため、地域に暮
らす子どもに合わせた「防災かるた」の作成についても検討しています。

◎ 実施内容
・学童保育における「防災かるた」を用いた防

   災教育を実施 

・山武市手話サークルとの手話学習の実施

・聴覚障害者向け「防災かるた」の内容検討 

・防災知識獲得や防災体験学習のための広域防

   災公園「そなエリア東京」視察実施 

・山武市ハザードマップ情報に照らし合わせた

 「防災かるた」の内容検討 

◎ 学びの効果

学生は、スマートフォンを日頃から使用し活用していたが、いざ高齢者に教え
るということになった際には、「どのように教えるとよいのか？」、また、「限ら
れた時間内で何を教えたらよいのか？」ということが、わかりませんでした。
ただ、本プロジェクトを通して、外部講師からの講義を踏まえ、主体的に考え
ることができるようになったことは一つの成果と考えます。とくに、プロジェ
クトを開始した当初は主体的に参加している学生の姿はみられなかったのです
が、スマートフォン教室の最終日に実施したキャンパスツアーでは、各自が生
き生きと内容を考え、高齢者と愉しくキャンパス内を歩いていたことが好まし
い光景であると感じました。また、本プロジェクトを通して、高齢者のデジタ
ルデバイドの現状を把握することができ、高齢者に必要なことを考えることが
できたことはお大きな成果だと考えます。


